
広報おうめ　　 ．　  ．　　（３）

　市教育委員会委員の任期満了に伴い、教育

委員会委員に原島敦子氏が市議会の同意を得

て１０月１日付けで就任されました。任期は

４年間です。

教育委員会委員に原島敦子さんが就任

問　教育総務課庶務係

都市計画審議会
おうめ観光戦略
推進懇談会

健康づくり
推進会議

行財政改革
推進委員会

子ども・子育て
会議

日時
１０月１８日（金）
午前１０時から

１０月２８日（月）
午後２時～４時

１０月２９日（火）
午後１時３０分〜

３時

１０月２９日（火）
午後２時３０分から

１１月１日（金）
午後２時から

会場
市役所３階
議会棟
大会議室

市役所３階
教育委員会
会議室

市役所３階
議会棟
大会議室

市役所３階
議会棟

第三委員会室

市役所２階
災害対策本部室

内容
生産緑地地区の変
更について　ほか

来年度の観光施策
検討について　ほ
か

市健康づくり推
進計画（素案）
について　ほか

行財政改革に関す
る意見交換　ほか

こども計画内容検
討　ほか

定員 １０人（抽選） ４人（抽選） 先着１０人 先着５人 ５人（抽選）

傍聴
受付

当日の午前９時
１５分～３０分に
会場入り口で

当日の午後１時
３０分～５０分に
会場入り口で

当日の午後１時
～１５分に会場
入り口で
※ 資料を希望す
る方は、２２日
までに電話で
健康課へ

当日の午後２時
１５分～２５分に会
場入り口で

当日の午後１時３０
分～４５分に会場入
り口で
※ 託児を希望の方
は、１０月２４日ま
でに電話で子育て
応援課へ

問い合
わせ

都市計画課
計画係

シティプロモー
ション課
観光係

健康課
健康推進係

ＤＸ推進課
ＤＸ推進担当

子育て応援課
子育て推進係

傍聴にお出かけください

暮らし ・住まい ・環境

６ １０ １５

　１０月１２日で任期満了となった橋本雅幸

教育長が、市議会の同意を得て、１３日付け

で教育長に就任（再任）されました。

　任期は３年間です。

　募金活動の結果、９月２５日（水）～２７日（金）に青梅・東青梅・河辺駅で行われた分については２２９万５,３３８円、㈻日本航空学園・東京都青梅キャ

ンパス内で行われた「ミュージカル　ドロシーの冒険」の公演前後に行われた分については２２万８,４８６円、合計２５２万３,８２４円となりました。

　多くの市民の皆様から、被災地をご心配するお気持ちとともにお預かりしたこちらの募金は、１０月１日に㈻日本航空学園の能登空港キャンパスもあ

る石川県輪島市へ全額送金しました。

　ご協力いただいた皆さん、誠にありがとうございました。

　（一財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事業として、地

域のコミュニティ活動の健全な発展を図ることを目的に、コミュニティ

助成事業を行っています。

　今年度、市ではこの助成金を活用し、青梅市自治会

連合会第４支会内の各自治会へテーブル、椅子、テン

ト等の備品整備を行いました。

　火葬場火葬炉定期修繕に伴い、一部火葬炉が使用できなくなります。

火葬場使用受付を制限しますので、ご理解をお願いします。

期間　１０月３１日（木）～１１月１１日（月）

利用可能時間　 午前９時、１０時、１１時３０分、正午、

　　　　　　　午後１時３０分、２時３０分

防災基本条例を制定しました

宝くじ助成（コミュニティ助成事業）で地域づくり 市火葬場の定期修繕に伴う使用制限のお知らせ

橋本教育長が就任（再任）されました

「令和６年能登豪雨災害」義援金　街頭募金の結果

問　防災課

問　梅郷市民センター 問　青梅市民斎場☎２２－５２００
　　市市民課戸籍係

問　教育総務課庶務係

問　地域福祉課庶務係

　「首都直下地震等による東京の被害想定」が１０年ぶ

りに見直され、「東京都地域防災計画」が修正されたこ

とに伴い、青梅市地域防災計画の修正を行いました。

地域防災計画を修正しました

防災について～いざというときのために～

　災害による被害から、市民の生命、身体、財産および尊厳を守るためには、災害に対

する備えを日頃から整えていくことが重要となっています。市民、事業者、市のそれぞれ

の責務と備えを明確にし、一体となって災害対策に取り組めるよう条例を制定しました。

家具転倒防止器具等の無料支給・取付災害時のトイレの備え

　市では、地震による被害防止・軽減のため、家

具転倒防止器具等の無料支給・取付の申請を随時

受け付けています。

　受付は１２月までです。詳細は防災課（市役所

５階）等で配布するパンフレット、または市ホー

ムページ（２次元コード）をご覧ください。

　災害時に、下水道管の断裂や、上水道の断水が起こ

ると、日常で使用しているトイレが使用できなくなり

ます。

　簡易トイレ・便袋の備蓄は、水や食料と同じくらい重要です。上下水道の復旧には１か

月以上かかることもあります。【１人１日７～８回】を目安に用意するなどの、備えをして

おきましょう。

　回収方法については、便袋など凝固剤を使用したものは、「燃やすごみ」。それ以外は、「汲

み取り」となります。詳細は、市清掃リサイクル課へお問い合わせください。

フィーチャーフォンＰＣ・スマホ

友達登録は
こちらから


